
大切なのは、「生徒に考えさせたいこと」

を明確にすること！そして、ねらいに 

迫るための中心発問を吟味すること！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【授業展開の工夫のポイント】 

 

①様々な指導方法  ☆それぞれの要素を組み合わせてもよい。 

・読み物資料を使った、登場人物への自我関与が中心の学習  

・問題解決的な学習（生徒の問題意識から、学習課題を考えさせる授業/モラルジレンマ） 

・道徳的行為に関する体験的な学習（役割演技など） 

 

②自己を見つめ、多面的・多角的に考える工夫 

・他者と交流する時間の設定（ペア、グループ、クラス全体）※意見を一つにまとめるわ

けではない 

・自分事として考えさせるための発問 

「～をどう思いますか」「ＡとＢ、どちらに賛成ですか」「あなたならどうしますか」など 

 

③終末部の工夫 

・授業を通しての気付きや考えたことを書かせる 

・感動的な人物の逸話や教師の体験談を聞かせる 

・教材中の人物に手紙を書かせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考え、議論する道徳 

☆自分との関わりで道徳的価値を考える授業 

・登場人物に自我関与して自分との関わりで気持ちを考える 

☆自分との関わりで多面的、多角的に考える授業 

・どのような理由で大切なのか 

・どうすることが考えられるか 

「多面的、多角的に考える」ために、 

「議論（他者の考えや感じ方との交流）」が必要！ 



 


